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【年通号数】公開・登録公報2012-003
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【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ  21/14     (2006.01)
   Ｆ０３Ｄ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ  21/14    　　　Ｇ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月14日(2014.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｍ個のロータ磁極片（３）と、磁界生成手段とを有するロータ（２）と、
　Ｃ個のステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…
、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）が巻き付けられているステータ（５）と、
　前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、
Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）にそれぞれ接続されている複数のダイオード整流器（１
１、１１’、１１’’）を有する発電機－配電網インタフェースと、
　を備える発電機であって、
　前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、
Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）の個数Ｃは、前記ロータ磁極片（３）の個数Ｍよりも大
きいものであるか、または、
　前記ロータ磁極片（３）の個数Ｍは、前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、
Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）の個数Ｃよりも大
きいが、その整数倍ではない、
　ことを特徴とする発電機（１）。
【請求項２】
　前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、
Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）および前記ロータ磁極片（３）は、前記ロータ磁極片（
３）の少なくとも一部が、回転中、前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３

，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）を非同期に通過するよ
うに設けられている、請求項１記載の発電機。
【請求項３】
　前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、
Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）の個数Ｃは、前記ロータ磁極片（３）の個数Ｍよりも大
きいが、その整数倍ではない、請求項２記載の発電機。
【請求項４】
　前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、
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Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）は、前記発電機（１）が電気的に接続される多相の配電
網の異なる相（Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３）に割り当てられる、請求項１乃至３のいずれか１項記
載の発電機。
【請求項５】
　前記発電機（１）は３相の発電機（１）である、請求項４記載の発電機。
【請求項６】
　一群の前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２

、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）は、当該ステータコイルが共通の１相に割り当て
られている場合、共通の前記ダイオード整流器を共有しており、前記ロータ（２）の回転
中、前記群における各前記ステータコイルは、経時的に同期した同一の電圧形状を保持す
る、請求項４または５記載の発電機。
【請求項７】
　各前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…
、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）は、それぞれの前記ダイオード整流器（１１、１１’
、１１’’）に接続されている、請求項１乃至５のいずれか１項記載の発電機。
【請求項８】
　前記ダイオード整流器（１１、１１’、１１’’）は、共通の中性点（Ｎ０）を共有し
ている、請求項１乃至７のいずれか１項記載の発電機。
【請求項９】
　各前記ダイオード整流器（１１’）は、ブリッジ整流器（１１’）から構成されている
、請求項１乃至８のいずれか１項記載の発電機。
【請求項１０】
　各前記ダイオード整流器（１１、１１’’）は、最大２つのダイオード（Ｄ１、Ｄ２）
から構成されている、請求項１乃至８のいずれか１項記載の発電機。
【請求項１１】
　前記ダイオード整流器（１１、１１’、１１’’）は前記ステータ（５）に設けられて
いる、請求項１乃至１０のいずれか１項記載の発電機。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項記載の発電機（１）を備える風力タービン（２０）。
【請求項１３】
　ａ）Ｍ個のロータ磁極片（３）と、磁界生成手段とを有するロータ（２）を構成するス
テップと、
　ｂ）Ｃ個のステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２

、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）が巻き付けられているステータ（５）を構成する
ステップと、ここで、前記ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，

２、Ｓ２，２、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）の個数Ｃは、前記ロータ磁極片（３
）の個数Ｍよりも大きいものであるか、または、前記ロータ磁極片（３）の個数Ｍは前記
ステータコイル（７、Ｓ１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、Ｓ１，

Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ）の個数Ｃよりも大きいが、その整数倍ではなく、
　ｃ）前記ステータ（５）を、前記ロータ（２）、および、前記ステータコイル（７、Ｓ

１，１、Ｓ２，１、Ｓ３，１、Ｓ１，２、Ｓ２，２、…、Ｓ１，Ｃ、Ｓ２，Ｃ、Ｓ３，Ｃ

）にそれぞれ接続されている複数のダイオード整流器（１１、１１’、１１’’）を有す
る発電機－配電網インタフェースと集合させるステップと、
　を備える、ことを特徴とする発電機（１）の製造方法。
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